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喫煙はワクチン免疫を阻害する︓システマティックレビューとメタ
アナリシス

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

松崎コメント︓

新型コロナだけでなく、ほとんどすべての種類のワクチンで、喫煙者の免疫賦
活反応が半減することが分かりました。タバコを吸う⽅は、摂取量を増やす
必要があるのではないかと考案されていました。重症となったり死亡するリスク
が倍増するなら、タバコ使⽤をしっかり減らすことがとても⼤事です。同時に、
免疫低下など基礎疾患のある⽅に対してのワクチン⽤量を再考することも
必要かもしれません。
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背景︓タバコ製品使⽤は、毎年約800万⼈の命を奪っており、公衆衛⽣上の
重⼤な懸念事項です。喫煙は、ワクチン接種後に抗体産⽣と免疫細胞活性
を著しく損なうことが科学的根拠により証明されています。

⽬的︓このレビューは、喫煙がワクチン誘発性免疫反応に影響を与えることに
より、能動免疫の有効性をどのように低下させるかに関する⽂献の包括的な概
要を提供することを⽬的としています。

⽅法︓この研究はPRISMAガイドラインに従って実施され、プロトコルは
PROSPEROプラットフォーム(ID:CRD42024582638)に登録されました。
PubMed、Scopus、Web of Scienceなどの論⽂データベースを検索しまし
た。イタリア語と英語で発表された研究で、能動的および受動的な喫煙への曝
露がワクチン誘発性免疫反応に及ぼす影響を調査することを⽬的とした研究を
解析対象としました。



結果

34件の研究を解析対象としました。全体として、喫煙が、ワクチン接種で期
待される抗体レベルと中和能⼒の低下、および免疫細胞産⽣の低下をもた
らすことが明らかになりました。メタアナリシスでは、COVID-19、インフルエン
ザ、肺炎球菌、HBV、HPV、破傷⾵、百⽇咳、ポリオ、ヘモフィルスインフル
エンザ菌b（Hib︓髄膜炎など重症の感染症を引き起こす）、⿇疹・おた
ふくかぜ・⾵疹、再発性尿路感染症に対するワクチン（⼤腸菌などの慢性
尿路感染症予防。⾆下投与）接種を総合的に評価した結果、喫煙者の
ワクチン予防⼒価が⾮喫煙者より明らかに低下していることがわかりました（
0.65(95%CI:0.10-1.19、p = 0.02)。

結論

予防接種プログラムの効果を⾼めるために、禁煙キャンペーンを推進する必
要があります。さらに、特に流⾏の激しい時期において、喫煙者は⾮喫煙者
よりもワクチン投与量を増やす必要があると考えられます。
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総合評価

⾮喫煙者と⽐較した喫煙者のワクチン効果

（ほとんどのワクチンで総合評価(横⻑ひし形◆）が1未満となっている）


